
（様式３）

学校園名

１　保育理念

２　基本方針

３　保育目標

評価基準
A:できている B:だいたいできている C:あまりできていない D:できていない    Ｅ:わからない

達成状況

B

B

A

B

B
〇保育の質の向上のために、職員研修を充実
　させる。

「思いやりのある
　子ども」の育成

〇身近な職員や友達との関わりを深め、思いやりの
　心をもつ。

重点目標 改善の方策

令和５年度　学校園評価シート
加古川市立浜の宮保育園

子ども一人一人を大切にし、保護者からも信頼され、地域に愛される保育園を目指す。

「力いっぱいあそべる
　子ども」の育成

○いろいろな遊びに親しみ、伸び伸びと意欲を
　もって取り組む。

〇日頃から、一人一人の良さを認めあう中で、安心して過ごせるようにする。
〇体調の変化をしっかり観察し、自ら知らせることができるようにする。

〇一人一人の子どもの生き生きとした生活と遊びを育む
〇一人一人の育ちと集団としての育ちを大切にする
〇日々の保育実践を振り返り、保育士及び保育園の自己評価体制を築いていく
〇すべての保育士、調理員が協働体制を組んで、子どもの育ちを支援していく
〇異年齢保育を通して、育ち合う仲間関係を築いていく
〇小学校とのなめらかな接続を図り、5歳児の育ちを支援していく
〇食育を通して、心身の健康やよい習慣が得られるようにする

〇生活に必要な基本的な生活習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を培う
〇集団生活を通して、人に対する愛情と信頼感を育て、自立と協働の態度を培う
〇さまざまな体験を通して豊かな感性と表現力を養い、創造性の芽生えを培う
〇生命、自然及び社会の事象に対する興味や関心を育てる

評価項目

〇友達と一緒に、伸び伸びと遊ぶ時間を十分に確保しつつ、異年齢児とふれあう時間も大切にす
る。
〇生き物の飼育活動等を取り入れることで思いやりの心を育めるようにする。

○個々の発達段階を把握しながら、主体的に遊べる環境を設定し展開させていく。

〇ヒヤリハットについては、全職員に周知徹底し安全対策に気付けるようにする。
〇事故につながらないように、職員の立ち位置にも気をつけておく。

〇園内研修を充実させ、十分な話し合いをもつことで、保育士のスキルアップにつなげる。
〇オンライン研修なども取り入れ、より多くの職員が色々な研修を受けられるようにする。

　安全衛生の管理 〇園内の安全対策を充実させる。

　職員の資質向上

〇明るく元気に自分から挨拶をする。
〇体調の悪いときは知らせる。

「健康で明るくすなお
　な子ども」の育成


